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オペラハウス支配人がガラコンサートで首相へ引退勧告 
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3月 12日に、オペラハウスの改装記念ガラコンサートが開かれました。アーデル大統
領、オルバン首相、ノヴァーク次期大統領が列席する中、オペラハウス支配人のオーコ
オヴァチ・スィルヴェスター（Ókovács Szilveszter）が発した挨拶話題になっています。
「閣下、私がオペラハウスにかかわって 12 年になりました。これだけの長い時間、職
に携わってきた後は、皆、職を離れるべきです」と切り出したのです。オルバン首相の
連続任期はこの 4 月の総選挙で 12 年になることを意識したものです。これまで、首相
からの熱い信任を受けて、2 期（2 期 5 年の支配人とそれ以前の役職を含めて）にわた
ってオペラハウスの支配人を務めたオーコヴァチが、首相に引退をほのめかすような発
言を行ったのです。TV 画面はすぐにバルコニー席のオルバン首相夫妻を映し出し、夫
人がオルバン首相に顔を向ける仕草が写っています。しかし、この画面はすでに国営
TV の HP から削除されています。まるでロシアや中国のようなメディア規制です。 

 
https://www.youtube.com/watch?v=mbdEagf5Ho4 
 

3 月 16 日、EU の非公式代表として、ポーランド、チェコ、スロヴェニアの首脳がキ
エフを列車で訪問し、連帯を伝えました。これは EU 大統領と EU 委員長からの要請で
実現したもので、当初はフランス、ドイツのほかにハンガリーにも打診されたようです
が、この 3 ヵ国は種々の理由で断ったと報道されています。オルバン首相はウクライナ
のハンガリー人少数民族を危険に晒したくないという理由で断ったようです。3月 15日
のハンガリー革命記念日に、4 月の総選挙に向けた「平和大行進」が予定されていたこ
とや、2 月にプーチンを訪問して間もないことから、ロシアに忖度した結果だと考えら
れています。 
この時期、「ロシアの侵略反対」を叫ばない平和大行進は、ただの政権政党支援のた

めのデモンストレーションでしかありません。オルバン首相は、「我々の戦い、反対派
への戦いの手を緩めてはならない」と野党結集への敵意をむき出しにしながら、ロシア
の侵略を批判していません。地方からバスを仕立ててまで集めた示威的な「平和大行進」
は、公金を使った政府支援のデモンストレーションでした。 
戦う相手を間違っていると言われても仕方がありません。総選挙活動を差し置きキエ

フに出向いていたなら、EU 内での政治家としての評価を高めたでしょう。しかし、プ
ーチンに忖度し、国内野党との「戦争」を選ぶオルバン首相には、破綻した東方外交の
失点をなんとしても取り返したいという権力への執着心が見え隠れします。 


